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（研究要旨）不妊治療に関する一般向け情報提供資材の作成 

 

Ａ．研究目的 
    不妊治療の標準化を図るために、責任ある

が機関が適切な知識啓発と情報提供に必
要な情報資材を作成する。 

 
B．研究方法 
現存の不妊治療の情報資材を調査する。 
また日本生殖医学会発刊の「生殖医療ガイ
ドライン」に則した内容かつ一般向けに平
易な言葉や図を用いて分かりやすくした情
報資材を作成する。 

 

C．研究結果 
不妊治療に関する一般向けの情報提供資材
として、日本生殖医学会発刊の「生殖医療ガ
イドライン」に則した内容かつ一般向けに
平易な言葉や図を用いて分かりやすくした
「患者さんのための生殖医療ガイドライン」
を作成した。作成した資材を不妊治療に関
係する各学会・団体に送付し、内容などに関
するアンケート調査を行い、意見を集計し
た。今後、作成した資材をどのように不妊治
療の場で有効活用していくかを検討した。 

 

D．考察 
「生殖医療ガイドライン」に則した「患者さ
んのための生殖医療ガイドライン」はアン
ケート結果により患者への説明などで有効
活用されることが期待される。 
医療や不妊治療は日々進歩しているもので
あり、今後内容を改訂していく作業が課題
と考えられる。 
 

E．結論 

不妊治療の現場の治療指針であるガイド 
ラインの内容に則した一般の方向けに作成 
した情報資材は他にはなく、外来での説明 
やカウンセリングの補助資材として活用す 
ることで、より多くの国民の方の不妊治療 
への理解が深まり、少子化対策への一助と 
なると考えられる。 
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